
­­­けんせつ清瀬久留米 第442号（1）2013年 5    月13日

は
支
部
組
織
人
数
1
6
0
0
人

の
回
復
を
念
頭
に
置
い
た
旺
盛

な
運
動
を
行
っ
て
い
く
事
を
確

認
し
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
内
で
は
、
土
建

国
保
特
定
健
診
受
診
率
全
都
1

位
を
祝
い
支
部
の
社
保
対
部
独

自
企
画
と
し
て
、
昨
年
度
の
受

診
者
10
名
へ
の
健
康
促
進
プ
レ

ゼ
ン
ト
抽
選
会
を
行
い
ま
し

た
。今

大
会
か
ら
支
部
執
行
委
員
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第
45
回
 支
部
定
期
大
会

1
6
0
0
人
支
部
の
回
復
を

節
目
と
な
る
第
45
回
定
期
大

会
を
4
月
7
日
（
日
）
に
行
い

ま
し
た
。

例
年
と
は
会
場
が
変
わ
り
、

東
久
留
米
市
の
成
美
教
育
文
化

会
館
で
行
い
ま
し
た
。

大
会
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻

止
・
公
契
約
条
例
制
定
、
憲
法

改
悪
反
対
な
ど
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
、
情
勢
に
対
す
る
支
部
と

し
て
の
組
合
運
動
方
針
の
意
思

統
一
と
、
な
に
よ
り
も
今
年
度

長
が
変
わ
り
、
新
た
な
気
持
ち

で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
厳
し
い
情
勢
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
全
組
合
員
で

更
な
る
運
動
の
活
性
化
に
向
け

て
、
今
年
も
全
力
で
取
り
組
む

事
を
団
結
し
閉
会
し
ま
し
た
。

書
記
局
　
角
　
毅
征

第36回 住宅デー
開催のお知らせ

※分会によって日付・会場が違い
ます。詳細は裏面記事にてご確
認ください。

春
の
拡
大
出
陣
式
を
兼
ね
、

4
月
の
14
日
に
滝
山
の
白
山
公

園
に
て
花
見
を
行
い
ま
し
た
。

初
の
合
同
（
滝
山
・
南
町
・

青
空
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

準
備
段
階
で
は
、
人
は
集
ま

る
の
か
、
天
候
は
ど
う
な
の
か

心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
日

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

各
分
会
の
段
取
り
の
良
さ
に

を
過
ご
せ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
次
回
も
行
事

を
同
じ
よ
う
に
行
い
た
い
ね
」

と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
準
備
か
ら
協
力
し
て
く

だ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
空
分
会
　
橋
口
　
昌
之

４
月
14
日
（
日
）
、
引
っ
越

し
間
も
な
い
財
政
部
長
の
佐
野

さ
ん
の
新
宅
の
庭
を
借
り
て
、

B
B
Q
で
拡
大
の
出
陣
を
祝
っ

た
。

金
沢
新
分
会
長
、
安
部
新
分

会
書
記
長
に
変
わ
っ
て
の
船
出

を
祝
す
か
の
よ
う
な
好
天
に
恵

ま
れ
、
参
加
者
は
、
延
べ
20
余

人
。

冒
頭
、
新
規
加
入
者
あ

り
と
の
報
告
が
あ
り
、

「
が
ん
ば
ろ
ー
！
」
で
数

回
乾
杯
。
肉
、
イ
カ
、
カ

ニ
、
野
菜
、
ソ
ー
セ
ー
ジ

の
焼
き
物
と
ビ
ー
ル
に
焼

酎
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
で
気
勢

が
上
が
っ
た
が
、
一
人
親

方
、
職
人
の
現
状
の
厳
し

さ
、
近
頃
の
建
築
工
法
に

対
す
る
疑
問
の
声
も
、
会

話
の
中
に
聞
か
れ
た
。

北
浅
分
会
　佐

久
間
　
博

初
の
三
分
会
合
同
出
陣
式
滝
山
・
南
町

・
青
空

佐
野
さ
ん
新
居
で
出
陣
式
北
浅
分
会

加
え
、
沢
山
の
参
加

者
や
、
北
島
委
員
長

を
は
じ
め
日
曜
宣
伝

カ
ー
行
動
を
行
っ
て

い
た
三
葉
分
会
の
仲

間
、
小
田
澤
書
記

長
、
鈴
木
副
委
員
長

な
ど
の
参
加
も
あ
り

ま
し
た
。

地
域
分
会
訪
問
と

し
て
参
加
し
た
青
年

部
に
も
料
理
人
と
し

て
協
力
を
し
て
も
ら

い
、
美
味
し
い
料

理
・
お
酒
に
会
話
も

弾
み
、
楽
し
い
時
間
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支
部
執
行
委
員
長

北
島
　
　
晃
（
三
葉
）

支
部
副
委
員
長
　

石
垣
　
雅
之
（
元
塩
）

鈴
木
　
勝
雄
（
清
里
）

西
部
　
　
康
（
滝
山
）

支
部
書
記
長

小
田
澤
陽
一
（
松
竹
）

支
部
書
記
次
長

本
田
　
　
将
（
書
記
局
）
　

山
内
　
高
広
（
書
記
局
）

常
任
執
行
委
員

天
野
　
俊
昭
（
松
竹
）

古
名
　
孝
二
（
清
里
）

高
橋
　
哲
也
（
滝
山
）

川
村
　
裕
也
（
三
葉
）

赤
塚
　
隆
雄
（
三
葉
）

五
十
嵐
留
夫
（
北
浅
）

浅
利
　
信
次
（
青
空
）

片
見
　
　
學
（
事
業
所
）

清
水
　
　
純
（
直
属
）

執
行
委
員

小
林
　
博
征
（
元
塩
）

塩
澤
　
育
男
（
松
竹
）

品
川
　
安
博
（
清
里
）

秋
元
　
進
一
（
滝
山
）

井
上
　
　
晃
（
三
葉
）

金
澤
　
踪
務
（
北
浅
）

綱
島
　
　
豊
（
南
町
）

菅
野
　
　
隆
（
青
空
）

小
薗
　
照
美
（
元
塩
）

阿
部
　
史
夫
（
松
竹
）

砂
川
　
修
治
（
清
里
）

樋
口
　
征
之
（
滝
山
）

小
門
　
信
一
（
三
葉
）

安
部
　
孝
二
（
北
浅
）
 

清
水
　
恒
男
（
南
町
）

橋
口
　
昌
之
（
青
空
）

永
澤
　
　
亮
（
清
里
）

常
任
執
行
委
員
待
遇

柳
本
留
美
子
（
青
空
）

執
行
委
員
待
遇

石
垣
　
市
子
（
元
塩
）

山
岸
　
妙
子
（
滝
山
）

宇
田
川
治
男
（
南
町
）

会
計
監
査

坂
本
　
勝
利
（
滝
山
）

坂
内
　
三
夫
（
三
葉
）

２
０
１
３
年
度
新
役
員

各
分
会
 春
の
拡
大
出
陣
式
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震
災
か
ら
2
年
以
上
過
ぎ
、

今
尚
収
束
し
な
い
原
発
事
故
。

更
に
、
消
費
税
増
税
、
憲
法

改
悪
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
ア
ス
ベ
ス
ト

な
ど
、
数
々
の
不
安
の
中
、
第

84
回
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

ス
ト
ッ
プ
消
費
税
増
税

国
民

集
会

第
57
回
 大
手
企
業
交
渉

の
ら
り
く
ら
り
の
対
応

4・11
昨
年
末
消
費
税
増
税
法
を
強

行
、
2
0
1
4
年
4
月
～

８
％
、
2
0
1
5
年
10
月
～

10
％
に
引
き
上
げ
に
な
る
。
こ

の
大
増
税
中
止
を
求
め
、
国
民

集
会
が
、
4
月
11
日
、
全
国
か

三
多
摩
地
域
の
会
場
は
、
井

の
頭
公
園
。
も
ち
ろ
ん
開
催
日

は
5
月
1
日
!!

支
部
か
ら
40
人
を
越
え
る
参

加
、
全
体
参
加
者
は
主
催
者
発

表
で
、
4
5
0
0
人
の
労
働
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。

晴
れ
た
5
月
の
青
空
の
下
、

様
々
な
組
合
、
争
議
団
か
ら
切

実
な
訴
え
が
続
き
、
参
加
者
は

ら
34
団
体
の
仲
間
、
五
千
人
が

日
比
谷
に
結
集
し
た
。

松
元
ヒ
ロ
さ
ん
に
よ
る
風
刺

漫
談
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

「
自
分
の
奥
さ
ん
も
説
得
で
き

な
い
人
が
、
国
民
を
説
得
で
き

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。メ

ー
デ
ー
初
参
加
者
の
松
竹

分
会
、
尾
芦
さ
ん
は
「
土
建
組

合
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の

組
合
が
来
て
い
る
事
に
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。
生
活
を
良
く
す

る
為
に
、
皆
で
運
動
す
る
事
は

大
切
な
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
メ

ー
デ
ー
に
参
加
し
て
良
か
っ
た

る
の
か
」
今
の
政
権
を
チ
ク
リ

と
一
刺
し
。
「
人
間
な
ら
ば
60

代
は
ま
だ
ま
だ
現
役
。
だ
か
ら

ど
う
か
も
っ
と
自
分
を
働
か
せ

て
ほ
し
い
」
と
笑
い
の
中
に
も

深
刻
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
、
呼
び
か
け
人

挨
拶
で
は
「
大
企
業
や
富
裕
層

が
私
た
ち
の
お
金
を
吸
い
取
っ

て
、
ま
す
ま
す
太
っ
て
い
く
」

「
重
税
は
常
に
庶
民
を
苦
し

め
、
生
活
が
成
り
立
た
な
い
、

国
民
い
じ
め
の
税
金
で
す
」

「
こ
の
集
会
の
大
き
な
成
果
を

期
待
し
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

途
中
、
雨
に
降
ら
れ
て
、
会

場
は
の
ぼ
り
旗
か
ら
傘
や
雨
合

羽
に
変
化
し
た
、
雨
の
中
の
集

会
に
な
り
ま
し
た
。

国
会
へ
向
け
て
パ
レ
ー
ド
の

頃
に
は
雨
は
上
が
り
、
請
願
デ

モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

滝
山
分
会
　
山
岸
　
妙
子
　

の
で
、
私
は
自
分
の
カ
メ
ラ

で
撮
っ
て
い
た
ら
、
当
時
は

や
っ
て
い
た
（
シ
ェ
ー
）
の

ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
く
れ
て
感

激
し
ま
し
た
。

そ
の
日
の
帰
り
際
突
然
、

そ
の
女
の
子
か
ら
ホ
ッ
ペ
に

チ
ュ
ー
。

滝
山
分
会
　
西
部
　
康

こ
ん
な
大
女
優
に
な
る
な

ら
、
サ
イ
ン
で
も
貰
っ
て
お

け
ば
よ
か
っ
た
と
残
念
に
思

っ
て
い
ま
す
。

仲
谷
さ
ん
に
は
刷
毛
の
持

い
の
仕
事
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。

俳
優
は
仲
谷
昇
さ
ん

と
吉
永
小
百
合
さ
ん
。

仲
谷
さ
ん
が
自
宅
の

壁
を
梯
子
の
上
で
塗
っ

て
い
る
所
に
小
百
合
さ

ん
が
来
る
シ
ー
ン
で
、

中
谷
さ
ん
は
作
家
で
小

百
合
さ
ん
は
雑
誌
記
者

で
原
稿
を
取
り
に
来
る

役
で
し
た
。

撮
影
の
合
間
に
小
百

合
さ
ん
が
梯
子
の
上
に

裸
足
で
登
っ
て
行
っ
た

ち
方
や
、
塗
り
方
を
指
導

し
ま
し
た
が
、
小
百
合
さ

ん
に
は
近
づ
く
こ
と
す
ら

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

撮
影
を
し
た
家
は
、
外

国
の
方
が
借
り
て
住
ん
で

い
た
家
ら
し
く
、
そ
の
家

の
子
（
5
歳
く
ら
い
の
女

の
子
）
に
撮
影
の
後
片
付

け
が
終
っ
た
ら
、
お
菓
子

を
一
緒
に
食
べ
よ
う
と
誘

わ
れ
ま
し
た
。

約
束
通
り
片
付
け
が
終

り
、
女
の
子
と
お
菓
子
を

食
べ
ま
し
た
。

湧
水

見習い時代の思い出

私
が
ま
だ
、
17
才
頃
の
事

で
す
。
日
活
の
撮
影
の
手
伝

平
成
25
年
度
の
公
共
工
事
労

務
単
価
が
全
国
平
均
で
15
％
の

引
き
上
げ
さ
れ
た
の
を
後
押
し

に
、
第
57
回
大
手
企
業
交
渉
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

支
部
か
ら
は
3
人
の
参
加

で
、
清
瀬
久
留
米
支
部
の
担
当

は
飛
島
建
設
と
の
交
渉
で
し

た
。私

達
の
要
求
に
対
す
る
会
社

側
の
回
答
は
、
職
人
の
賃
金
に

反
映
す
る
の
は
残
念
な
が
ら
ま

だ
無
理
と
の
こ
と
…
。

私
た
ち
は
会
社
側
に
更
に
、

引
き
上
げ
分
の
単
価
で
受
注
が

約
束
さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
こ

で
働
く
人
た
ち
の
賃
金
を
上
げ

る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
な
ぜ

だ
と
、
粘
り
強
く
交
渉
し
た

が
、
飛
島
建
設
の
対
応
は
の
ら

り
く
ら
り
と
返
答
す
る
に
至
り

ま
し
た
。

複
雑
な
気
持
ち
を
胸
に
更
な

る
運
動
へ
の
転
換
を
胸
に
帰
途

と
な
り
ま
し
た
。

滝
山
分
会
　
高
橋
　
哲
也

第
84
回
メ
ー
デ
ー

組
合
運
動
っ
て
大
切
な
ん
で
す
ね

去
年
の
暮
れ
、
G
H
Q
内

部
で
現
日
本
国
憲
法
の
起
草

に
関
わ
っ
た
、
ベ
ア
テ
・
シ

ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん
が
亡

く
な
ら
れ
た
、
と
の
ニ
ュ
ー

ス
が
流
れ
た
。

彼
女
の
自
伝
と
も
言
え
る

「
１
９
４
５
年
の
ク
リ
ス
マ

ス
」
が
ず
っ
と
机
の
上
に
あ

っ
て
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
て
い
た
の
だ
が
、
先
日
一

気
に
読
ん
だ
。
全
体
、
ほ
ぼ

サ
ス
ペ
ン
ス
ド
ラ
マ
、
波
瀾

万
丈
、
手
に
汗
握
る
展
開
で
、

村
上
某
の
長
い
タ
イ
ト
ル
の
本

よ
り
も
は
る
か
に
面
白
い
。

色
々
と
発
見
の
多
い
本
で
、

改
憲
の
声
が
「
か
ま
び
す
し

い
」
今
、
憲
法
の
精
神
、
成
立

の
背
景
を
知
る
手
が
か
り
と
し

て
も
良
い
。

「
と
に
か
く
、
戦
勝
国
の
軍

人
が
、
支
配
す
る
敗
戦
国
の
法

律
を
自
分
た
ち
に
都
合
よ
く
つ

く
る
の
だ
と
い
う
傲
慢
な
雰
囲

気
は
な
か
っ
た
。
自
分
た
ち
の

理
想
国
家
を
つ
く
る
、
と
い
っ

た
夢
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
舞

台
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い

る
。
」
と
い
う
文
章
に
、
当
時

の
、
若
い
、
健
全
な
ア
メ
リ

カ
、
そ
し
て
、
世
界
人
ベ
ア
テ

を
見
た
。

そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
の
御

都
合
主
義
、
そ
れ
に
た
か
る

日
本
の
政
財
界
の
ゴ
キ
ブ
リ

と
依
然
無
関
心
な
国
民
と
の

雲
泥
の
差
を
思
っ
た
。

書
籍
デ
ー
タ
：「
１
９
４
５

年
の
ク
リ
ス
マ
ス
」／
ベ
ア

テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
／
柏

書
房
／
1
9
9
5
初
版

注
釈

「
か
ま
び
す
し
い
」
…
や
か

ま
し
い
。
か
し
ま
し
い
。

北
浅
分
会
　
佐
久
間
　
博

「
か
ま
び
す
し
い
」改
憲
の
声

で
す
。
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
東
京

土
建
各
支
部
の
青
年
部

が
制
作
し
た
力
作
の
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー
と

共
に
、
吉
祥
寺
の
街
中

ま
で
元
気
に
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
行
進

し
ま
し
た
。

松
竹
分
会阿

部
　
史
夫

私達の住む地域の「安心安全のまちづくり」を
どう推進するかという目的を新たに加えて、無料
住宅相談・まな板削り・包丁とぎ・その他子供も
楽しめる多彩な企画で、地域における東京土建と
建設職人の存在をアピールします。地域の皆さん
に「住まいのことなら東京土建の組合員に」を印
象づける絶好の機会です。今年も各地域７会場で
行われます。ご家族も一緒に、大勢の参加で成功
させましょう!!
※分会によって日付・会場が違います。ご注意く

ださい。

第36回 住宅デー会場一覧

分会

元塩

松竹

清里

滝山

三葉

北浅

南町

青空

清瀬第三小学校（わかば会）

竹丘公園

清瀬市役所職員駐車場

滝山団地センター前

東久留米市民プラザ前

スーパーマルエツ前

東久留米市民プラザ前

八幡団地公園

会　　場 日付

6月2日

5月19日

6月9日

6月9日

6月2日

6月9日

6月2日

6月9日


